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目標 行動計画 Ｈ２８達成指標

学力向上アクションプラン

１　全国学力調査において、全ての教科で
全国平均を超える。

２　全ての教科において、下位層児童・生徒
の割合を減少させる。

３　「授業改善5点セット」を活用した取組を
推進する。

４　学校図書館を活用した授業実践に全教
員が年間1回以上取組む。

①　授業改善に関する行動計画
　ア　学校全体で取り組む授業改善に向けて　（管理職による授業改善の推進は必須、小学校における教科担任制の推進を含む）
　　・授業観察シートに基づく管理職の授業観察および指導　　学び合いを取り入れた思考力・判断力・表現力の向上（協調学習の推進）　・「授業改善5点セット」に基づく授業改善・校内研究の推進　　＊校長会、教務主任会での
周知および協議
　イ　習熟の程度に応じた指導の充実に向けて（補充指導の充実を含む）
　　・中学校数学における習熟度別指導の推進（習熟度別指導推進教員の活用：加配）　・中学校英語における少人数指導の推進（習熟度別指導推進教員の活用：加配）　・放課後、長期休業中における補充学習の充実（小学校
ステップアップ講座）
　ウ　司書教諭等を核とした学校図書館を活用した指導体制の確立に向けて
　　・年間計画にもとづく学校図書館を活用した授業の実施　・学校司書と連携した学校図書館を活用した授業の充実
　エ　市町村の教科部会を活用した授業改善に向けて（特に中学校）
　　・大分県教育課程研究協議会の主題に沿った授業実践　・「学び合い」の場を設定した授業の推進（協調学習等の推進）

②　学びに向かう学校づくりに関する行動計画（幼保小の連携・小中連携を含む）
　　・「学園構想」の試行
　　　　町内1中学校に進学する6小学校児童の集合学習を実施する。　　小学校とこども園との交流を行う。　　　町内小・中学校の、生活指導・学習指導のあり方・教育課程編成などの系統化・共通化を図る。

○全国学力調査において、全ての
教科で全国平均を上回った学校
　  ・小（６／６）　　中（１／１）

○県調査における下位層児童生徒
の 割合
　・偏差値45未満の児童の割合を
15％未満とする。
　・偏差値45未満の生徒の割合を
25％未満とする。

○全国調査B問題の正答率全国比
　・小・中＝国、算・数（105以上）

○大分県調査において「授業がわ
か
　る」と回答する児童・生徒の割合
　（平均値）
　・小：95％　・中：75％

目標 行動計画 Ｈ２８達成指標
○中学校の体力向上を強化する。

○H27年度体力調査の課題であった長座
体前屈
　 と５０M走の改善に取り組む。

○総合評価でD・E判定の割合を減らす。

○保護者と連携し家庭でも体力向上を意識
した
　 取組を実施する。

○中学校の全国平均に達している
種目を５０％にする。

○長座体前屈で全国平均を上回る
学年（男女）を８９％（１６／１８）以上
にする。

○５０M走で全国平均を上回る学年
（男女）を８９％（１６／１８）以上にす
る。

○総合判定でD・E判定の割合の合
計 を男子１５％、女子１０％以下に
する。

○児童会・生徒会等を活用した体力
向上に取組む学校を１００％にす
る。

○体育専科教員の指導方法を取り
入れた授業実践を行う小学校教員
を ７０％にする。

○保護者と連携した体力向上の取
組をすべての学校で実施する。
　  （７／７）

平成２８年度市町村教育委員会アクションプラン・計画等概要

市町村名 プラン・計画等

九
重
町

体力向上アクションプラン

町教委における取組

専科教員訪問のための計画作成（3

校長会・運営委員会・職員会（4月当初）

○体力向上アクションプラン、体育主任の役割、専科教員の活用の周知徹底 ○1校1実践の取りの徹

学校における取組

１校１実践の作成(４月）

専科教員による訪問指導開始（５

体力運動能力調査の実

児童会･生徒会の取組

保護者と連携した取組

中学校体育授業の公開と体育主任会（6

体力向上研修の開催（夏休

ここのえ学園作業部会で体力向上に視点をおいた部会の １校１実践の見直し（夏休み）

１校１実践の検証と見直し
体育専科教員における体育授業の公開（２学

スポーツ鬼ごっこによる交流会の実施

指標による課題と成果の把握

次年度の計画の修正（町体力向上アクションプラン・学校の1実践）



（日田教育事務所） Ｎｏ，２

Ｈ２８達成指標

組織力向上計画

・「児童生徒と向き合う時間が増え
た」とする学校の割合（３／７）

・「職員会議・運営委員会の時間が
前年度より短縮した」とする学校の
割合（３／７）

・学校評価に基づく改善策に関する
家庭・地域との協議の実施率
　　小学校100％
　　中学校100％

平成２８年度市町村教育委員会アクションプラン・計画等概要

市町村名 プラン・計画等

九
重
町

主幹教諭の活用計画

活用内容
〇人材育成を図る教職員への指導

〇学校の組織力向上に向けたミドルアップダウン・マネジメント体制の充実

〇研究主任との更なる連携による授業改善等の学力向上対策の一層の推進

〇教育課程の管理運営による学習内容の定着

〇学校運営協議会の事務局としての具体的な取組の推進及び情報発信

〇教務主任会議における取組事例の発表

○主幹教諭による他校訪問の実施

行動計画
ア　学校評価の改善
　　○校長会、教務主任会、学校訪問等により、下記について指導を行う。
　　　・家庭・地域との連携のさらなる推進（「学園構想」の中で、地区公民館を窓口として、学校・地域との連携図る。）
　　　・教務主任による他の教員への指導・助言の徹底（教務主任の目標管理面談への参加）
　　　・検証可能な取組指標、検証指標の設定についての指導

イ　学校運営体制の充実
　　　・ミドルリーダーおよび分掌主任の連携・連絡の充実

ウ　学校・家庭・地域の協働の推進
　　　・学力向上会議における協議の充実（学習習慣の定着に向けた家庭との連携）（学校評価結果に基づく改善策の協議）


